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1． は じ め に

　第19回 ユ
ー

ロ コ
ー

ド 7 分 科 会 （CEN 〆TC 　250 ！SC 　7）

会 議 が H16 （20G4） 年 9 月 30 目か ら 2 口間 に わ た e て

パ リの LCPC 〔フ ラ ン ス 中央 十 木研究所） で開催 され た。

本 会 議 は，同 年 春の CEN （欧 州 規 格 委員会 ） メ ン バ
ー

匡「に よ る prEN1997
−1 （ユ

ー・一ロ コ
・一ド 7 パ ー

ト 1 ドラ フ

1−　） の 公式 投 票の 結果 「承 認 」 さ れ て 初 め て の 会議 とな

り，主 な 議題 は こ れ か ら の ユ
ーロ コ

ー
ド 7 の メ ン テ ナ

ソ ス，お よび 次 同 改 定 の た め の 研 究課題 に移 っ て い る。

次 回 SC　7 会議 は マ ド リ ッ ドに て H ユ7 （2005） 年 10月

初旬に 開催 さ れ，そ こ で は 早 く も EN1997−1の 改 定 に

つ い て 協議 さ れ る こ とが 決ま っ た 。

2． 第 19回 SC　7 本会議

　本 会 議 か ら SC 　7委 員 長 は こ れ ま で の Roger 　Frank

（7 ラ ン ス ） か ら Bernd　Schuppener （ド イ ッ ，前 副 委

員長 ） に交 代 した。R ．　Frank は SC 　7 名誉委員長 に 就任

す る と とも に，TC 　250 （ユ
ーロ コ

ード専門委員会 ）委

員の 立場か ら ユ
ーロ コ

ード全体の こ れ か らの メン テ ナ ン

ス お よ び 新規研究に 係わ る 課題に 専念す る こ とに な っ た。

　会 議で は ，ま ず ユ
ー

ロ コ
・一

ドの 開発状況が報告 さ れ た。

ユ
ー

ロ コ
ー

ド は 全 部で 58パ ー
ツ か ら な る 文書群で 構 成

さ れ て い る が ，そ の う ち 6 文書 が 出版済 み ，16文｛彗が

公 式投票 を終 r，3文書が公 式投票 中，32文書 が ス テ
ー

ジ34 〔技 術 的文書 の 完成 ）を 終 え 投 票の 準 備 中 で あ る

こ と が 報告 さ れ た 。ユ
ーロ コ

ー ド 7 に 関 し て は ，

EN1997 −1 （General　rules ） は CEN か ら の 出 版 の た め

に 最終文 書が TC 　250事務局 に 送 られ て い る こ と，ま た

prEN1997 −2 （Ground 　investigation　and 　testing，地 盤 調

査 結果の 解 釈 ） は 英 語 版 に よ る 編集 作 業 が80％終 r し，

公式投票 に 向け 独語，仏語 へ の 翻訳 作 業 も始 ま っ て い る

こ とが 報告 さ れ た。　こ れ は ユ
ーロ コ

ード 7 に 限 ら ず

ユ
ー

ロ ：
’
コ
ー

ド全 般に い え る こ と で あ る が，全体的に 半年

程 度進捗が 遅 れ て い る よ うで ，欧 州委員会は そ の ペ ナ ル

テ ィ と し．て 活動資金の
一
部を 回 収 し た と事務局 が こ ぼ し

て い た 。

　 っ い で，R ．　Frankか ら TC 　250が ユ ・一ロ コ ・一ドの メン

テ ナ ン ス と新規 研 究 に 関 す る議論 を 始 め た こ とが紹 介 さ

れ た。こ れ か らの 研究 に 関 す る 実際 の 活 動 は ISPRA

（イク リア ） に お け る JRC （Joint　 Research　Centre） に

よ ．
っ て な さ れ る こ と，し か し 欧州委員会は ユ

ーロ コ
ー

ド

全 文書が 完 成 しな い 限 り TC 　250 を 新規研究に 巻 き込 む

36

こ とに 賛 成 して い な い との こ とで あ っ た。こ こ で い う メ

ン テ ナ ン ス 作業 とは，〔DNDP （各国 が 独 自 に 定 め た パ

ラ メ ー一
タ）の 減少，（2腱 康 と安全性に 関す る 緊急の 課題，

（：1騙 集上 の エ ラ
ー

の 修正，  最新情報び）ア ヅ プデ ー
ト，

  ユ
ーr1コ

ー
ド使用 トの 問題点の 把握，お．kび  改訂の

た め の 各界 か ら の 要 望の 収集な どで あ る。本件に 関 して

は欧 州 委 員会 発 行 の ガ イダン ス ペ ー
パ
ーL （GP −L）1 ），

4．3に 詳 し く説 明 さ れ て い る。

　委 員長 は Powerpointス ラ イ ドを 用 い た GP −L の 解説

の あ と，各国 メ ン バ ー
に 〔DEN1997−1 に 直接関連す る 課

題，  現 行 文 書 に早 急に 付加 す べ き課題 （例 え ば，補強

土 ，トン ネル の 設 計法な ど〉，お よび （3）どの 分野 に新規

研究が 必 要か の 三 つ に 関す る 見 解 を2004年末ま で に 事

務局 に 提 出す る よ う に 求め た 。

　EN1997 −1 に お い て ，我 が 国 で 最 も 関心 が 深い の は メ

ン バ ー国 が 蔓 つ あ る 設 計 法 （デ ザ イ ン ・ア ブ ロ
ー

チ ，

DA 冫 の い ず れ を 採 用 す る か と い う こ と で あ ろ う。

ENI997 −1に は モつ の DA が あ り，端的 に い え ば ENV

ユ
ーロ ： 1　一ド7 で 採用 され て い た 英国 ・デン マ

ー
ク 主

導に よる DA −1 は強度係数法，　 EN ユ
ー

ロ コ
ー

ド7 σ）審

議 の 過程 で 新 た に 導入 され た DA −2 （ドイッ 提案） は 抵

抗 係数 法，DA −3 （フ ラ ン ス 提 案） は DA −1 と DA −2 の

折衷案 とい え よ う。各国 か ら の 報 告 が 進 む 中，各国 メ ン

バ ー
を驚 か せ た の は フ ラ ン ス の 発署で あ っ た。現在，ド

イツ と7 ラ ン ス の 規制当局は
一
緒 に な っ て い ずれの DA

を採 用 す る か検 討 中 で あ り，フ ラ ン ス も DA −2 の 採 用

に 傾 い て い る とい う こ とで あ っ た 。 会議後，筆者 は そ の

理 由 を フ ラ ン ス 代表 に 問 い た だ し た とこ ろ ，「い ま で も

我 々 は DA −3 が 望 ま し い と考 え て い る が，許容応 力度

設 計 法 に 慣れ た 実務者 か ら 見た 場合　DA −2 が違 和感が

少 な く望ま しい 」 とい う こ とだ っ た。こ の 理 由は，ま さ

に DA −2 に類 似 した 荷 重 抵 抗 係 数 設 計 法 〔LRFD ） を採

用 して い る北 米 の 採 用 理 由 と全 く詞 じで あ る 。
こ れ か ら

我 が 国 が 部分係数 フ ォ
ー

マ ッ ト に よ る 限 界状態設 計 法導

入 を 検討す る 際の 貴重 な 見解 で あ ろ う。な お，当 然 の こ

と と し て ，英 国 代表 は 「国 内 で は DA −1 以 外 の 設 言f法
は認 め な い 方 針 」 と説 明 して い る。

　 な お ，ユ ーロ コ
ー

ド 7規定 の 背 景 や 解 釈 に つ い て は

新 刊 Deg．　igncrg．　’guide　to　EN1997 （Thomas 　Telford 社）

を参照 さ れ た い 。

3．　 ERTCIO

会議の 後半，ERTC10 （欧州地 域第 10専門委員会，

土と基礎，53　3 （566）
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“
Evaluation　of　Eurocode　7

”
，　 Trcvor　Orr委員長

・
トリ

ニ テ ィ カ レ ッ ジ ・ダ ブ リ ン ） が 2005年 4 月 ］ 日 に 開催

す る 「1 日 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ ー1 の 説 明 が な さ れ た 。

ER’rCIOで は，直接基礎や杭基礎な ど 10件 の 例 題 を提

示 して ユ
ー

ロ コ
ー

ド 7＋ 各 国 付 属 書 （Nationa圭Annex）

案 に 基 づ く試 算 結 果 の 比較 を 行 い 実 務上 の 問題 点 を 明 ら

か に し よ う と す る もの で あ る 。 具 体 的 に い え ば ， メ ン

バ ー国 が 独 自 に 選 定 した DA に よ る 結果 の 違 い の 共 有

で あ る 。 こ の ワー
ク シ ョ ッ プ は 後述 す る GeoTechNet

との 共 同主 催 に よ る もの で ，こ こ に は ERTC10 お よ び

GeoTechNet メ ン バ ー
は も ち ろ ん の こ と，　 SC 　7 会 議 メ

ン バ ー
も 多 数 出席 す る こ と が 予 想 され て い る 。加 え て ，

国際地 盤 工 学 会 ／TC 　23 “
地 盤 工 学 に お け る 限 界状 態 設

計 法 の 実 踐
”

体 城 勇介 委員長 ・岐 寡大教授 ） もワーク

シ ョ ッ プ 中に 会合を開催 す る こ とに な っ て お り，本 TC

23の 北米 メ ン バ ー
も参加 が期待 され て い る。TC 　23で は

我が国 か ら も 多 くの 試算例 を ERTC10 に 投稿す る よ う

呼びかけて い るの で，詳し くは TC　23の ウ ェ ブサ イ ト　
L’〕

を参 照 さ れ た い 。

4．　 GeoTechNet

　SC 　7 会議後，　 GeoTeehNetの 会 合 が 開 催 され て い る。

GeoTechNet3・と は ，欧州委 員会 か ら正 式 に 承 認 され た

プ ロ ジ ェ ク トで，欧 州域 内の 地盤工 学 に 係 わ る研究者，

技術 者 間 の ネ ッ トに よ る情 報 交 換 の 場 と し て 2  01年 に

発足 した もの で あ る。こ こ に は，Workpackage（WP ）

と呼 ば れ る六 つ の 作 業 部 会 が あ り，WP2 （Eurocode　7）

が ユ ーロ コ
ー一ド 7 に 係 わ る情報 を担 当 し て い る。WP2

で は 地 盤 に 係 わ る 事故例 も含む デー
タ ベ ー

ス の 構 築 を進

め て お り，席上 各国 メ ン バ ー
の 協 力 を 仰 い で い た。ま た ，

LCPC な ど 欧 州 域 内 の 地 盤 に 係 わ る 研 究機 関 が 参 画 して

い る
“
European　Platform

”
もま た 地盤 工 学 に 係 わ る デ ー

タベ ース を構築 中 で あ る こ とも紹 介 され た 。

（文責 ： 松 井 謙二 　  土 木碾究所）

　 　 　 　 　 　 参考 ウ ー ブ サ イ トと文献

1）　http：／！europa ，eu．int／comm ，ienterpriseYconstruction〆
’
in−

　 tenial ／sruidpaP〆1．ht］ll

2｝　http：〃www ．cive ．gifu−u．ac ．jp！
htc23Y

3）　http：！twww．geotechnet．org ！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔原 隔貴琿 　2uo5 、⊥、6 ）

第 5 回 CENITC 　341ボ ル ト会議出席報告

地盤工 学会 ISO 検討委員会

1． CENITC 　341活動一般

　第 5 回 CENITC 　341 （Geotechnical　investigation　and

testing ，事務局 ： ド イ ッ DIN ） の 全体 会議 が H16

（2004）年 9月200 ，ボル ト （ポ ル トガ ル ）で 開催 さ れ

た 。 CENITC 　34ユは 同名 の ISOITC 　1821SC　1 〔事務

局 ： ドイ ッ DIN） とウ ィ
・一

ン 協定 が 締結 され て お り，

CEN リ
ー

ドで 作業 が 進 め ら れ て い る。　 TC 　341 の 作 業 は

我 が 国 の い わ ゆ る 「赤本 」，「青本 」 に 相 当 す る 規格 の 策

定 で あ る。我 が 国 〔地 盤 工 学 会 ISO 検 討 委 員 会 ） は

ISO か らの 派 遣 とい う形 で ，五 つ あ る WG に 積 極 的 に

参 画 し，我 が 国の 規 格 を 紹 介 し意 見を 述べ て い る と こ ろ

で あ る。こ の TC 　341 は設計規格を担 当す る CENi ’TC

250／SC　7 （ユ
ー

ロ コ
ー

ド 7）お よび施工 規格を担当す

る CEN 〆TC 　288 （地 盤
・
基礎 の 施 工 法） と リエ ゾン 関

係 に あ る。

2． 各 WG の作業状況

　表
一 1に ，2004年 10月 現在の CEN ！TC 　341 （お よ び

ISO！TC 　182！SC　1）の 1乍業の 進捗状況 を 示 す。こ の 表

で ，室内試験 に 係わる ISO 業務項 目番号17892 シ リーズ

（す べ て TS ） は ，規格化 作 業 を終 え て 印 刷 準 備 中 で あ

Maroh ，2005

る。ま た，ISO リ
ー

ドで 規格化 が 進 め られ た 土 と岩 の 判

別分類 に 関す る 規格 （ISO 　14688や ISO 　14689） は す で

に ISQ か ら出版 さ れ て い る （表一 1か らは省 い て い る）．

な お，下記本文中の 「EN 　ISO」 とは，　 ISO規格 イコ
ー

ル EN （欧州規格） を，1凱 ＿は ドラ フ トを意味す る。

WG 　1 （サ ン プ リ ン グ と地 ド水調査）：

　EN 　ISO 　22475 （サ ン プ リ ン グ と地 下水調査） シ リ
ー

ズ の う ち，22475−1 （規格 本 文 ）は ISO と CEN メン バ ー

国 へ の 並 行 照 会 中，22475−・2 （調 査 企 業 と要 員 の 資 格 要

件 ） お よ び 22475−3 （適 合 性 評 価 乎11貭） は ISO と CEN

で の 並 行投 票中 で あ る 。

WG 　2 （コ
ー

ン
．
試験な ど ）：

　prEN 　ISO 　22476 −1 （電気式 コ
ー

ン 貫 入 試験）は，木

会議 で 意見照 会に 回 す こ とが決議 された。また，prEN

ISO　22476−9 （ベ
ー

ン 試 験 ） な ど，　 prEN 　ISO 　22476 シ

リーズ の 最終文書化 を急 ぐこ と とな っ た。

WG 　3 （標準貫入 試験など）：

　本 WG で の 規格化作業 は す で に終 丁 して い る 。
　prEN

ISO　22476 −2 （dynamic 　probing），お よ び prEN 　ISO

22476−3 〔標準貫 入 試験 ） は 最 終 規 格 案 （FDIS ） が 並

行投票 で 承認 さ れ．ま もな く ISO と CEN か ら 出版 さ れ

る。
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